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研究成果の概要（和文）：間隙性貝形虫類１新属１７新種を記載し，分類学的多様性の認識の増大に貢献した．間隙性
種において高い種多様性が創設される一つの解として，メイティングシステムの複雑化が示された．
　間隙環境の堆積物粒度組成は，生息する間隙性貝形虫類の体サイズと分類群を規定する．汀線から潮下帯にある堆積
物粒子サイズが大きい場所には，体サイズが大きくかつ表在性種と同属の間隙性分類群が生息することが明らかにされ
，これは間隙環境への適応の前段階であると理解できる．砂浜の傾斜角と堆積物の中央粒径は，波のエネルギーに対す
る露出度をよく反映し，間隙性貝形虫類の個体数密度と種組成は，露出度に大きく依存していることが明らかになった
．

研究成果の概要（英文）：The descriptions of one new genus and 17 new species of interstitial ostracods in 
this work contributed to the understandings of biodiversity. The complex mating system in interstitial 
ostracods was shown for the first time and probably it supports the high taxonomical diversity.
 The grain size composition of sediments provides a strong constraint on not only the body size but also 
the taxa of interstitial ostracods. The large grain size zone in strand line to infra-littoral zone tends 
to yield the ostracods of which body size is bigger and genus/family is shared with other surface 
dwelling species. These facts are recognized that such ostracods are in the early stage of adaptation to 
interstitial environment. The cline and the median of grain size of sand beach reflect the degree of 
exposure for wave energy. The population density and taxonomic composition of interstitial ostracods 
clearly depend on the degree of exposure in sand beach.

研究分野：多様性生物学
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図１：三保海岸における汀線際から陸側にかけての適
応．汀線際に体サイズが大きく，間隙環境への適応が
不完全なものが生息し，陸側に行くほど体サイズが小
さく，完全に間隙環境に適応した分類群が生息する
（未公表データ）． 

１．研究開始当初の背景 
 間隙性生物は 20 世紀初頭にその存在が確
認され，以降西欧を中心に研究が進められて
きたが，そのほとんどがα分類の範疇を出て
いなかった．ただし，系統的多様性は極めて
高く，２０動物門以上が生息することが指摘
されていた．しかしα分類にしても，研究者
数が少ない上，その体サイズが極めて小さく，
また収斂進化によって形態的な特徴がつか
みにくいため，必ずしも顕著な成果があがっ
ているとは言い難い状況にあった． 
 本研究の採択前に，研究代表者は科学研究
費補助金・萌芽的研究「日本産海生間隙性貝
形虫類（甲殻類）の分類，生態および時空分
布に関する基礎研究」（H14年－H16年）に
よって，間隙性貝形虫類の採集方法を確立し，
またその生息には一定の堆積物粒子の大き
さが必要であること，汀線からの距離によっ
て種ごとに最適帯を形成すること等の知見
を有していた．しかし，そこで記載された分
類群は一部に限られ，また様々な環境のうち
堆積物粒子の大きさ以外にはその応答関係
が明らかになっていなかった． 
 
２．研究の目的 
(1) 多様性を表す複数の指標を用いて，間隙
性ファウナの多様性の高さを定量的に示す
とともに，表在性ファウナと比較においてそ
の実態を明らかにする． 
(2) 個体数密度および種多様性について，間
隙水の物理的，化学的および地質学的特性に
着目して，生息の制限要因を特定する． 
(3) 貝形虫類（甲殻類）を中心に，膨大な未
記載種を継続的に記載し，間隙性ファウナの
分類学的多様性に対する情報の拡大に貢献
する． 
(4) 可視サイズの生物に偏重しがちな生物多
様性の視点を更新し，間隙水中のファウナに
よる日本発の生物多様性の視点を構築して
世界的に広げるための基礎作りを行う． 
 
３．研究の方法 
(1) 各調査地について，間隙性および表在性
ファウナの多様性を明らかにする． 
(2) 調査地の堆積物サンプルの粒度組成，間
隙率，円磨度，岩質，表面の様態等のデータ
をとる． 
(3) 調査地のサンプル採取地点における間隙
水中の塩分，pH，溶存酸素，堆積物に付着し
たクロロフィル a，粒状有機炭素（POC），
粒状有機窒素（PON）の各量について定量す
る． 
(4) (2)および(3)で求められたデータに対し，
各サンプルの間隙性生物の個体数密度，分類
群構成に対する相関を求める． 
(5) 調査によって得られた未記載種を順次記
載する．必要に応じて分子系統解析を行う． 
(6) ウェブサイトの構築等によって，間隙性
ファウナに関する情報の発信と共有化を行
う． 

 
４．研究成果 
 間隙環境には極めて高い多様性に富む生
物種が生息していることを明らかにした．駿
河湾～相模湾沿岸 250km の海岸線の調査で
は，これまでに 56 種の間隙性貝形虫類が見
いだされ，日本各地の調査地合計では，100
種に及ぶ種が見いだされた（大部分が未記載
種）．これは 19世紀末から１世紀にわたって
日本全国から報告された種数350種と比して
極めて大きく，貝形虫類の場合，間隙性種の
種数は，表在性種のそれに比肩しうる，もし
くは凌駕する種数を擁することが示唆する
ものである．本研究期間内に 1 新属 17 新種
の記載を行った．（発表論文①，⑤～⑨，⑪，
⑯，⑰；学会発表①～⑤，⑨，⑭～⑯，⑲，
⑳，㉓，㉕，㉗，㉙～㉝，㉟～㊳） 
 極めて高い種多様性が創出される要因と
して，特に Myodocopa 亜目の分類群の一部
には，メイティングシステムとして，発達し
た交尾前隔離機構があることが示された．す
なわち，オスの上唇の形態が種ごとに特殊化
しており，これを交尾開始時にメスの後背部
に接触させていた．このことは，接触刺激に
よってメスがオスを選択している可能性が
あり，この部位の特殊化が種多様性を創出し
ていると考えることができる．また，メイテ
ィングプラグを形成する種も発見され，高い
種多様性を維持する機構が明らかになった．
（発表論文⑤，⑥；学会発表㉓，㉚，㉝，㉟） 
 堆積物粒子の粒度組成は，そこに生息する
貝形虫類の体サイズと分類群を規定し，粒度
組成が大きく異なれば，貝形虫類相も完全に
異なることがわかった．また大きな粒度組成
を持つ堆積物に生息する比較的体サイズの
大きな間隙性貝形虫は，属レベルで表在性種
と共通のものが多く，一つの浜では汀線から
潮下帯に生息していることがわかった（図
１）．これは，間隙性種が在表在性種から間
隙環境に適応してゆく進化過程を捉える意

味で，重要な観点となり得，今後の新研究展
開を着想した．（学会発表⑮，⑳，㉗） 
 砂浜の環境要因と間隙性貝形虫類との個
体数密度には，特に注目すべき成果が得られ
た．Wiegel(1964)は，砂浜の露出度（波のエ
ネルギーの大きさ）を，堆積物粒子の中央粒



径と浜の傾斜
角の２要素に
集約できるこ
とを示したが，
貝形虫類を採
集した浜の２
要素と個体数
密度を求めた
ところ，図２
のようにまと
められ，高い
個体数密度を
保つためには，
露出度に上限
があり，一定
の保護環境で
あることが必
要であること
が確かめられ
た．しかし，
干潟のような
強い保護環境
下では間隙性
貝形虫類は生
息しないこと
も明らかにな
っているので，
保護度の下限
が明らかにな
れば，間隙性貝形虫類の生息範囲を特定でき
るようになると思われる．（学会発表⑪，⑳，
㉗） 
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